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高
品
質
な
堆
肥
や
鶏
の
飼
料
づ
く
り
に
つ
と
め
る

　

市
島
町
は
有
機
農
業
の
歴
史
が
古
く
、
１
９
７
５
年
に
阪
神
間
の
消
費
者

団
体
か
ら
の
要
請
で
生
産
者
団
体
「
市
島
町
有
機
農
業
研
究
会
」
が
設
立
さ

れ
た
。
私
が
有
機
農
業
を
開
始
し
た
の
が
１
９
８
９
年
で
町
内
に
は
す
で
に

30
人
余
り
の
有
機
農
家
が
い
て
先
輩
方
々
か
ら
学
び
な
が
ら
野
菜
作
り
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

現
在
「
市
島
町
有
機
農
業
研
究
会
」
の
生
産
者
は
２
軒
で
「
食
品
公
害
を

追
放
し
安
全
な
食
べ
物
を
求
め
る
会
」、「
有
機
野
菜
つ
ど
い
の
会
」
な
ど
に

出
荷
、
そ
の
他
、
市
島
有
機
農
業
生
産
組
合
に
も
加
入
し
て
い
て
、
コ
ー
プ

自
然
派
、
自
遊
人
等
に
も
出
荷
し
て
い
る
。

　

春
夏
に
は
茄
子
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
等
、
秋

冬
に
は
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
な
ど
約
１
町
の
圃

場
で
年
間
40
品
目
く
ら
い
の
野
菜
を
作
付
け
て
い
る
。
採
卵
用
の
鶏
も
平
飼
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い
で
２
０
０
羽
飼
っ
て
い
る
。
自
家
用
米
は
合
鴨
農
法
で
生
産
し
て
い
る
。

　

以
前
は
鶏
も
５
０
０
羽
近
く
飼
っ
て
い
た
が
、
丹
波
町
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
て
出
荷
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
経
験
し
、
羽
数
を
減
ら
し
た
。

平
飼
い
の
鶏
か
ら
出
る
鶏
糞
は
、
地
域
で
手
に
入
る
米
ぬ
か
と
農
協
で
購
入

す
る
油
粕
を
混
ぜ
、
Ｅ
Ｍ
菌
と
糖
蜜
で
ボ
カ
シ
肥
料
と
し
て
利
用
。
こ
れ
が

主
な
窒
素
肥
料
だ
。
鶏
の
飼
料
は
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

大
豆
か
す
、
そ
の
他
米
ぬ
か
、
魚
粉
、
牡
蠣
殻
を
給
餌
し
、
野
草
や
野
菜
残

さ
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
近
く
の
酪
農
組
合
か
ら
い
た
だ
く
賞
味
期
限
切
れ

の
牛
乳
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
混
ぜ
乳
酸
発
酵
さ
せ
た
も
の
も
毎
日
与
え
て
い
る
。

　

肥
料
は
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
他
、
堆
肥
、
牡
蠣
殻
石
灰
、
エ
コ
マ
グ
（
天
然
苦

土
肥
料
）
な
ど
を
使
用
。
市
島
町
は
、
町
内
に
有
機
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

主
に
牛
ふ
ん
で
堆
肥
を
生
産
し
て
い
る
。
丹
波
市
運
営
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に

は
ダ
ン
プ
が
数
台
、
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
が
あ
り
、
圃
場
で
の
散
布
も

請
け
負
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
土
壌
分
析
の
結
果
、
圃
場
が
リ
ン
酸
過
剰
に
傾
い
て
き
た
の
で
、

数
年
前
か
ら
う
ち
で
は
コ
ー
ヒ
ー
粕
堆
肥
に
切
り
替
え
て
お
り
、
野
菜
収
穫

後
、
圃
場
に
草
を
生
や
し
て
ハ
ン
マ
ー
モ
ア
で
裁
断
し
、
堆
肥
や
そ
の
他
の

有
機
資
材
を
利
用
し
土
づ
く
り
に
つ
と
め
て
い
る
。
私
は
堆
肥
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
の
委
員
長
も
務
め
て
お
り
、
地
域
で
の
よ
り
高
品
質
な
堆
肥
の
生
産

を
目
指
し
て
い
る
。

充
実
し
て
い
る
市
島
町
の
新
規
就
農
者
研
修
生
制
度

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
他
、
有
機
農
業
の
歴
史
が
長
い
市
島
町
で
は
、
有
機
農

業
生
産
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
あ
る
。
町
外
か
ら
の
新
規
就
農
者

に
対
し
て
の
研
修
生
制
度
が
充
実
し
て
お
り
、
地
域
内
に
は
30
軒
余
り
の
新

規
就
農
者
が
点
在
、
そ
の
多
く
は
有
機
農
業
や
自
然
栽
培
を
実
践
し
て
い
る
。

丹
波
市
内
に
は
生
産
者
が
集
ま
り
「
丹
波
市
有
機
の
里
づ
く
り
協
議
会
」
を

設
立
、
お
互
い
の
出
荷
先
の
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
会
で
は
年
に
２
回
ジ
ャ
パ
ン
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
の
小
祝
政
明
氏
を

招
き
、
土
壌
分
析
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
、
４
月
か
ら
市
島

町
内
に
は
「
み
の
り
の
学
校
」
が
開
校
し
、
有
機
農
業
技
術
を
学
ぶ
教
育
機

関
も
市
が
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

う
ち
の
農
場
で
も
過
去
何
人
も
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
そ
の
多
く
は
丹
波

地
域
に
定
着
し
、
自
身
で
農
場
を
運
営
し
て
い
る
。
自
分
の
体
験
か
ら
、
研

修
生
は
数
か
月
の
基
本
的
な
研
修
後
、
地
域
内
で
自
分
の
圃
場
を
探
し
、
う

ち
の
農
場
で
週
の
半
分
は
手
伝
い
な
が
ら
自
分
の
畑
で
も
体
験
し
学
ぶ
方
式

を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
丹
波
市
有
機
の
里
づ
く
り
協
議
会
に
も
積
極
的
に
関

わ
る
よ
う
に
進
め
、
他
の
新
規
就
農
者
か
ら
も
学
び
、
自
分
の
経
営
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
は
、
県
独
自
の
安
心
・
安
全
ブ
ラ
ン
ド
を
認
証
す
る
一
方
、
有
機

農
業
も
推
進
し
て
お
り
、
将
来
県
内
の
有
機
圃
場
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

目
標
数
値
に
掲
げ
て
い
る
。
県
の
「
環
境
創
造
型
農
業
」
委
員
会
に
私
も
生

産
者
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

　

県
と
有
機
農
業
団
体
、
認
証
団
体
、
生
協
な
ど
有
機
農
業
に
関
わ
る
団
体

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る「
兵
庫
県
有
機
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」も
あ

り
、
毎
年
神
戸
で
有
機
農
業
映
画
祭
を
開
催
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
兵
庫
県
有
機
農
業
研
究
会
で
は
消
費
者
、
生
産
者
が
有
機
農

業
を
広
げ
る
活
動
を
し
て
い
る
。
最
近
は
有
機
農
業
講
座
を
開
催
、
現
在
は

自
然
栽
培
の
指
導
者
・
道
法
正
徳
氏
を
年
２
回
お
呼
び
し
、
主
に
野
菜
、
果

樹
の
剪
定
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
の
ホ
ス
ト
農
場
と
し
て
年
平
均
45
名
受
け
入
れ

　

う
ち
の
農
場
は
私
自
身
が
以
前
有
機
農
業
の
国
際
活
動
を
し
て
い
た
関

係
で
、
海
外
か
ら
様
々
な
人
々
が
訪
れ
る
。
農
場
は
Ｗウ

ー

フ

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
（W

orld-



W
ide O

pportunities on O
rganic 

Farm
s 

ウ
ー
フ 

有
機
農
場
で
働

き
た
い
人
）
の
ホ
ス
ト
農
場
に
も

登
録
し
、
年
間
約
15
か
国
、
平
均

45
名
程
の
農
場
体
験
希
望
者
が
農

場
に
滞
在
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
、

英
国
、
ド
イ
ツ
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
タ
イ

等
か
ら
常
時
２
～
３
名
来
て
農
作

業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
村
か

ら
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
（Peace H

ealth 
D

evelopm
ent

／
草
の
根
レ
ベ

ル
の
人
材
交
流
・
育
成
を
提
唱
し
て
い
る
神
戸
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
を
通
じ
研
修
生

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
各
国
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
。

　

私
自
身
も
国
際
有
機
農
業
運
動
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
）
の
ア
ジ
ア
理
事
に

就
任
し
て
い
た
期
間
が
あ
り
、
農
場
を
経
営
し
な
が
ら
国
際
会
議
に
出
席
し
、

約
20
数
か
国
を
訪
れ
、
各
地
で
有
機
農
業
の
生
産
者
と
交
流
し
、
海
外
の
有

機
農
業
の
技
術
や
状
況
を
学
ん
で
き
た
。

　

平
成
26
年
に
は
大
雨
に
よ
る
大
災
害
が
起
こ
り
、
う
ち
も
圃
場
が
水
没
し

壊
滅
状
態
に
陥
り
、
一
時
は
農
場
の
経
営
も
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

に
な
っ
た
。
幸
い
早
く
か
ら
有
機
農
業
の
仲
間
、
消
費
者
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
来
て
く
れ
て
、
家
周
辺
の
泥
や
圃
場
の
ゴ
ミ
の
撤
去
を
し
て
い
た
だ

き
、
ど
う
に
か
ま
た
農
場
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
地
域
内
に
は
今
で
も
災
害
の
爪
痕
が
残
り
、
復
旧
が
続
い
て
い
る
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の
増
加
は
、
今
後
の
農
場
経
営
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
災
害
に
強
い
有
機
農
業
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
と
思
う
。

ＷＷＯＯＦのみなさんと稲刈り


